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記入例

	事業所名
	名護市消防本部

	認定番号
	第　　　号
	認定年月日
	

	従業員数
	75
	講習修了者総数
	75

	担当内容
	部署名又は氏名
	方　　法

	119番通報
	名護太郎
	救急車要請の判断・指示を行う。

	
	
	落ち着いて119番通報を行う。

	
	
	

	救急車誘導
	名護太郎
	救急車が到着した際に署内の救急車停車

	
	
	位置を確保し、誘導を行う。

	
	
	

	救急隊員誘導
	名護太郎
	救急車が停車しだい傷病者がいる現場へ

	
	
	救急隊員を誘導する。

	
	
	

	心肺蘇生法等実施者名及び
実施内容（詳細）
	
	実施内容（詳細）

	
	全職員
	傷病者の状態を確認し、心肺停止と判断したら直ちに胸骨圧迫及びAEDを用いて救命処置を行う。
骨折の場合は、硬いもの、または棒状のものを用いて三角巾で固定する。
出血の場合は、直接圧迫止血法を用いて止血する。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	搬送経路及び救急車　停車位置
	※救急車を停車させる位置図を別紙で作成をお願いします。

	備　考
	


　※本表空欄に記載できない内容がある場合は、別紙を用いて添付すること。
　※119番通報者は、救急事故事案の概要及び詳細を通報する（できる）ものを指す。
　※救急車誘導者とは、119番通報者等から連絡を受け、救急車の停車場所を速やかに確保・誘導できるものを指す。
　※救急隊員誘導者とは、119番通報者等から連絡を受け、救急車の停車場所に待機し傷病者が発生している場所へ速やかに救急隊を誘導できるものを指す。（救急車誘導担当者が兼ねることも可とする）。
